
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

○
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

■
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

○
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

■
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

九
月
六
日
・
七
日
。
あ
の
埼
玉

県
連
四
十
周
年
フ
ェ
ス
タ
を
行

な
っ
た
「
秩
父
市
吉
田
元
気
村
」

に
て
「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
交

流
会
」
が
行
わ
れ
た
。
参
加
は

東
京
六
名
・
神
奈
川
一
名
・
千

葉
一
名
・
茨
城
二
名
・
群
馬
三

名
・
そ
し
て
埼
玉
八
名
の
関
東

一
都
五
県
、
総
勢
二
十
一
名
。

そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
の
集

結
だ
。

十
四
時
か
ら
の
会
議
で
は
、

今
後
実
施
さ
れ
る
新
メ
デ
ィ
ア

戦
略
「
特
別
実
証
区
」
。
各
都

県
の
抱
え
て
い
る
問
題
や
会
員

数
の
動
向
。
救
助
隊
、
各
種
講

習
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
予

定
時
間
を
過
ぎ
る
ま
で
発
表
・

討
議
が
な
さ
れ
た
。

各
都
県
が
抱
え
て
い
る
問
題
と

し
て
は
、
●
会
員
数
が
伸
び
ず
、

会
員
が
三
～
五
人
ぐ
ら
い
の
小

さ
な
会
が
増
え
て
い
る
。
（
東

京
・
千
葉
・
茨
城
）
●
理
事
会

が
連
絡
係
り
と
な
っ
て
い
る
。

（
千
葉
・
群
馬
）
等
が
あ
が
り
、

「
専
門
部
を
活
発
化
さ
せ
る
こ

と
が
カ
ギ
」
と
の
意
見
も
出
さ

れ
た
。
ま
た
、
各
都
県
独
自
で

工
夫
さ
れ
た
登
山
学
校
や
各
種

講
習
会
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、

「
ぽ
つ
ぽ
つ
と
若
い
人
が
入
っ

て
き
て
い
る
（
東
京
）
」
な
ど
の

嬉
し
い
報
告
も
あ
っ
た
。

埼
玉
県
連
か
ら
は
「
各
都
県

で
行
わ
れ
て
い
る
各
種
講
習
会

に
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
相

互
で
参
加
出
来
る
よ
う
に
情
報

を
共
有
し
た
ら
ど
う
か
？
」
と

の
提
案
が
出
さ
れ
、
各
都
県
に

持
ち
帰
り
実
施
す
る
方
向
で
の

採
択
が
な
さ
れ
た
。

会
議
の
後
は
、
懇
親
会
。
メ

ニ
ュ
ー
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
突

然
の
激
し
い
雷
雨
に
見
舞
わ
れ

た
が
、
広
場
の
屋
根
下
で
、
群

馬
県
連
か
ら
持
っ
て
き
て
く
れ

た
、「
天
ぷ
ら
」
と
「
う
ど
ん
」
、

千
葉
県
連
か
ら
の
「
新
鮮
な
魚

の
一
夜
干
し
」
、
各
都
県
か
ら

の
お
酒
も
加
わ
り
、
以
前
か
ら

の
知
り
合
い
の
よ
う
に
楽
し
い

祝
宴
が
開
か
れ
た
。
そ
し
て
コ

テ
ー
ジ
に
戻
っ
て
も
・
・
・
。

心
配
さ
れ
た
二
日
目
は
、
雨

も
止
み
少
々
濡
れ
て
い
る
の
が

心
配
さ
れ
た
が
予
定
通
り
「
二

子
山
」
に
行
く
こ
と
が
出
来
た
。

ホ
ー
ル
ド
は
し
っ
か
り
し
て
い

る
も
の
の
、
落
ち
れ
ば
怪
我
で

は
済
ま
な
い
所
。
役
員
交
流
会

で
怪
我
で
も
し
た
ら
と
、
い
つ

も
よ
り
更
に
緊
張
す
る
。
要
所

で
は
ロ
ー
プ
も
出
し
、
無
事
に

下
山
。
さ
す
が
に
各
都
県
を
代

表
す
る
メ
ン
バ
ー
だ
け
あ
っ
て
、

ロ
ー
プ
の
扱
い
は
手
馴
れ
た
も

の
だ
。

登
山
後
は
ま
た
降
り
出
し
た

雨
の
中
、
元
気
村
に
帰
り
、
一

風
呂
浴
び
て
解
散
。

色
々
な
方
と
出
会
え
、
情
報

交
換
が
出
来
た
有
意
義
な
二
日

間
だ
っ
た
。

木
阪

記

理
事
会
報
告

第
七
回
理
事
会
が
九
月
二
十
四

日
（
水
）
浦
和
県
連
事
務
所
で

十
三
名
の
出
席
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

活
動
経
過
報
告･

計
画
予
定

【
全
国
連
盟
活
動
】11/15

・

16

全
国
登
山
者
自
然
保
護

集
会

労
山
メ
デ
ィ
ア
戦
略

の
特
別
実
証
区
が
始
ま
る
。

事
務
局

牧
添

安
全
対
策
基
金
十
万
（
補
正
予

算

救
助
隊
へ
五
万
）

10/4

・5

遭
難
対
策
担
当
者

会
議
（
徳
重
・
武
笠
）

【
事
務
局
】
安
全
登
山
講
演
会

会
場
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
使
用

予
約
。
（
後
藤
理
事
）

次
回

三
役
会
議

十
月
二
日

（
木
）

さ
い
た
ま
市
市
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

【
財

政
】
後
期
入
金
一
九
団

体
、

全
国
連
盟
へ
送
金
済

み【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
浦
和
山
の

会
へ
正
式
要
請
を
出
す

【
女

性
】9/25

女
性
委
員
会

10/11

・12

東
日
本
女
性
集
会

埼
玉
県
連
よ
り
二
十
六
名
参
加

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】
熊
倉
山
実
験

登
山
下
見
（9/23

）

現
地
到

着
に
時
間
が
か
か
り
、
山
頂
十

四
：
〇
〇

御
岳
山
な
ど
山
域

や
コ
ー
ス
変
更
も
検
討
。
パ
ン

フ
見
本
作
成

【
自
然
保
護
】
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
自

然
保
護
交
流
集
会

1
0
/
1
8

～

1
9

（
澤
藤
理
事
参
加
）

全
国
連
盟
主
催

自
然
保
護

集
会
（11/15

・16

丹
沢
）

杉
江
理
事
参
加

【
海

外
】
エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
ト

レ
ッ
キ
ン
グ(

新
座
山
の
会)

【
救
助
隊
】10

/
1
1

・12

関
東
ブ
ロ

ッ
ク
合
同
搬
出
訓
練

白
毛
門

東
黒
沢

埼
玉
県
連

十
六
名

参
加「

ヘ
リ
救
助
ま
で
の
搬
出
訓
練
」

【
登
山
学
校
】

９/

６

岩
登

り
（
机
上
）
十
七
名
参
加
（
ス
ポ

ッ
ト
６
名
）

９/

７

（
実
技
）
十

六
名
参
加
（
ス
ポ
ッ
ト
７
名
）

1
0
/
4

天
気
の
見
方
（
机
上
）

1
0
/
5

（
実
技
）
浅
間
隠
山

【
岩
ネ
ッ
ト
】
十
一
月
予
定
（
場

所
は
未
定
）

【
登
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
究
】

十
月
に
役
員
打
合
せ
予
定
（
大

宮
労
山

高
野
さ
ん
、
役
員
交

代
）ブ

ロ
ッ
ク
会
議

西
部
＝9/11

会
議
、11/16

合

同
ハ
イ
ク

丸
山

次
回

11/6南
部
＝9/19

会
議
、
深
雪
打
合

せ

次
回10/23

中
部
＝9/17

会
議
、

11/9

里

山
地
図
読
み

３
月
雪
山
体

験
キ
ャ
ン
プ
予
定

議

題

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
交
流
集
会

九
月
六
日
～
七
日

秩
父
市

吉
田
元
気
村

参
加
団
体

千
葉
（
一
名
）
神
奈
川
（
一
名
） 

 
 

東
京
都
（
六
名
）
茨
城
（
二
名
） 

群
馬
（
三
名
）
埼
玉
（
八
名
） 

安
全
登
山
講
演
会 

実
施
日 

十
一
月
十
五
日
（
土
） 

受
付
十
三
時
三
十
分 

 

開
演
十
四
時
～
十
五
時
三
十
分

質
疑
応
答
含
め
十
六
時
終
了 

会
場 

浦
和
コ
ミ
セ
ン
（
Ｊ
Ｒ

浦
和
駅
東
口
パ
ル
コ
十
階
） 

 
 

定
員
九
十
名 

講
師 

大
野
秀
樹
氏
（
杏
林
大

学
医
学
部
衛
生
学
教
室
主
任
教

授
（
現
・
衛
生
学
公
衆
衛
生
学

教
室
主
任
教
授
） 

テ
ー
マ
「
登
山
と
健
康
」 

遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担
当

者
会
議 

実
施
日 

十
一
月
十
五
日
（
土
）

受
付
九
時
三
十
分 

開
会
十
時 

会
場 

浦
和
コ
ミ
セ
ン
（
十
階
） 

 
 

定
員
二
十
二
名 

議
題 

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
継
続
審

議 ハ
イ
キ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
学
校 

（
岡
山 

蒜
山
高
原
）9/13

～

15
 

 
 

埼
玉
二
名
（
三
郷
山
の
会
）

が
参
加
。 

◎
各
加
盟
団
体
の
ハ
イ
キ
ン
グ

委
員
を
増
や
し
、
活
動
を
活
発

に
し
て
ほ
し
い
。 
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第
９
回
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
リ

ー
ダ
ー
学
校
が
岡
山
の
蒜
山

高

原

に

て

行

わ

れ

た

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
月
十
三
日
（
土
）
～
十
五
日

（
月
） 

 

蒜
山
高
原
は
岡
山
県
北
の
標

高
四
百
～
六
百
ｍ
で
ほ
ぼ
鳥
取

に
近
く
、
「
蒜
山
三
座
」
の
雄

大
な
展
望
を
望
み
「
大
山
」
も

近
い
。
米
子
か
ら
は
伯
備
線
で

七
駅
目
、
根
雨
駅
か
ら
送
迎
バ

ス
で
四
十
分
程
の
場
所
に
あ
る
。

関
東
か
ら
は
東
京
・
埼
玉
・
千

葉
か
ら
五
団
体
が
参
加
し
、
関

西
の
十
九
団
体
と
講
師
を
含
む

六
十
六
名
が
学
習
と
交
流
を
深

め
た
。
十
三
日
の
午
後
よ
り
岡

山
県
連
会
長
の
原
田
武
夫
氏
の

「
楽
し
い
安
全
な
ハ
イ
キ
ン

グ
」
・
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員

長
の
伊
藤
正
勝
氏
の
「
安
全
で

楽
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
は
リ
ー
ダ

ー
養
成
か
ら
！
」
の
挨
拶
を
は

じ
め
、
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員

の
田
上
千
俊
氏
の
「
リ
ー
ダ
ー

と
は
」
、
続
い
て
西
宮
明
昭
山

の
会
の
原
水
章
行
氏
「
会
活
動

と
ハ
イ
キ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
養

成
」
、
最
後
に
全
国
ハ
イ
キ
ン

グ
委
員
の
石
川
友
好
氏
の
「
ハ

イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
会

員
拡
大
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
話
さ
れ
た
。
十
四
日
は
講
師

の
山
本
正
嘉
先
生
の
ス
ラ
イ
ド

を
交
え
た
丁
寧
な
話
は
、
こ
れ

か
ら
取
り
入
れ
た
い
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
等
、
参
考
に
な
る
話
に
頷

く
講
義
と
な
っ
た
。
普
段
の
ち

ょ
っ
と
し
た
階
段
歩
き
よ
り
は

有
効
な
坂
道
早
歩
き
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
（
＊
心
拍
数
を
把
握
す
る

事
も
）
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
、

体
力
相
応
の
山
に
行
く
事
も
重

要
、
疲
労
を
防
ぐ
に
は
飲
食
の

摂
り
か
た
（
特
に
水
分
）
等
々
。 

次
に
片
山
雅
男
先
生
の
自
然

観
察
の
話
は
、
ス
ラ
イ
ド
重
点

で
進
め
ら
れ
た
後
、
野
外
観
察

と
称
し
、
館
を
で
た
施
設
内
す

ぐ
の
場
所
で
の
何
気
な
い
木
や

草
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
今
ま

で
の
概
念
が
払
拭
さ
れ
て
驚
い

た
り
、
感
銘
し
き
り
で
楽
し
く

初
め
か
ら
野
外
の
講
義
を
聞
き

た
い
思
い
で
し
た
。 

夕
食
後
の
交
流
で
は
各
団
体

が
自
己
紹
介
を
し
、
歌
や
オ
カ

リ
ナ
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
な
ど

の
余
興
も
あ
り
情
報
交
換
な
ど

を
交
え
和
気
合
い
あ
い
の
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

今
回
の
リ
ー
ダ
ー
学
校
で
も

各
県
連
と
も
高
齢
化
に
悩
み
、

若
年
層
確
保
を
望
ん
で
い
ま
す

が
、
や
は
り
基
盤
で
あ
る
会
の

充
実
を
忘
れ
る
事
な
く
、
安
全

を
常
に
心
に
置
き
楽
し
む
事
が

大
事
だ
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

楽
し
む
為
に
は
そ
れ
な
り
の
努

力
や
情
報
の
取
り
入
れ
が
必
然

で
、
リ
ー
ダ
ー
学
校
で
得
た
情

報
を
少
し
で
も
自
身
が
吸
収
で

き
、
還
元
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。 

十
五
日 

最
後
の
「
下
蒜
山
」

交
流
ハ
イ
ク
は
千
ｍ
ほ
ど
の
低

山
で
は
あ
る
が
小
雨
模
様
の
天

気
に
も
関
わ
ら
ず
、
素
晴
ら
し

い
展
望
が
あ
り
た
お
や
か
な
山

様
は
魅
力
的
で
、
機
会
が
あ
れ

ば
訪
れ
て
上
蒜
山
～
中
蒜
山
～

下
蒜
山
と
三
座
縦
走
を
し
た
い

気
持
ち
を
残
し
て
夜
行
バ
ス
に

乗
り
込
み
ま
し
た
。 

埼
玉
県
連
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員 

 
 

三
郷
山
の
会 

佐
藤
久
子 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

○
□
□
□
□
□
□
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ハ
イ
キ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
学
校

i
n

岡
山
、
蒜
山
高
原
に
参
加

し
て
み
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

リ
ー
ダ
ー
の
経
験
が
余
り
な
い

の
で
、
興
味
を
持
っ
て
参
加
さ

せ
て
頂
い
た
。 

十
三
日 

安
全
で
楽
し
い
ハ
イ

キ
ン
グ
は
リ
ー
ダ
ー
養
成
か

ら
！
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
現

状
（
高
齢
化
と
人
員
の
減
少
、

最
近
多
発
す
る
死
亡
事
故
等
）
、

会
員
拡
大
の
と
り
く
み
方
な
ど
。

労
山
マ
ー
ク
の
由
来
と
そ
の
意

味
（
白
い
三
角
形
は
高
く
険
し

い
山
、
紺
色
の
三
角
形
は
緑
に

覆
わ
れ
た
低
い
な
だ
ら
か
な
山
、

幾
何
学
的
な
細
か
い
取
り
決
め

が
あ
り
、
将
来
マ
ー
ク
が
変
形

し
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
）

労
山
の
発
起
人
著
名
な
十
七
氏

共
重
み
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。 

資
料
の
中
で
山
岳
会
に
入
会
し

た
動
機
で
、
面
白
い
と
思
っ
た

の
は
、
女
性
は
（
健
康
、
体
力

づ
く
り
）
男
性
は
（
交
流
、
親

睦
）
な
ど
興
味
深
か
っ
た
。
最

近
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
知

り
会
う(

ネ
ッ
ト
ハ
イ
キ
ン
グ

サ
ー
ク
ル)

や
若
い
女
性
の
会

な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
。
西
宮
山
岳
会
の

毎
月
会
員
を
増
や
し
て
い
る
活

動
的
な
運
営
の
仕
方
な
ど
を
学

ん
だ
。 

十
四
日 

山
本
正
嘉
先
生
（
鹿

屋
体
育
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
）

に
よ
る 

「
中
高
年
登
山
者
の
体
力
の
弱

点
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
盲
点
、

そ
の
解
決
策
」
と
し
て
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
坂
道
や
階
段
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
。
階
段
昇
降

は
最
低
で
も

1
5

分
位
は
往
復

す
る
。
ト
ラ
ブ
ル
別
に
み
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
対
策
な
ど
。
ま
た

な
ん
と
い
っ
て
も
二
週
間
に
一

回
程
度
の
登
山
も
大
切
な
こ
と

な
ど
学
ん
だ
。
午
後
か
ら
は 

片
山
雅
男
先
生
（
夙
川
学
院
短

期
大
学
）
に
よ
る
「
自
然
観
察

入
門~

植
物
と
仲
良
く
な
る
方

法
」 

 
 

山
歩
き
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
・
・
・
と
称
し
て

貴
重
な
楽
し
い
話
を
う
か
が
っ

た
。
野
外
観
察
も
し
て
実
際
に

草
や
木
に
触
れ
、
説
明
を
聞
き

新
し
い
感
銘
を
受
け
た
。 

十
五
日 

下
蒜
山
交
流
ハ
イ
キ

ン
グ 

あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
３
時
間

ほ
ど
悪
路
を
楽
し
ん
で
き
ま
し

た
。
遠
く
に
行
く
か
ら
と
十
二

日
、
大
山
に
登
れ
た
の
も
良
か

っ
た
で
す
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
連
自
然
保
護
委
員 

 

三
郷
山
の
会 

 

谷
部
矩
子  

《
岩
登
り
（
初
級
）
》 

 
 

 
 

 
 

 

貝
田 

久 

 

岩
登
り
に
は
憧
れ
と
そ
れ
に

倍
す
る
恐
れ
を
も
っ
て
い
た
。

初
め
て
体
験
す
る
世
界
に
期
待

と
不
安
を
抱
き
な
が
ら
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。 

＊
机
上
講
座
（
第
一
日
目
） 

 

軽
部
講
師
は
、
ま
ず
自
ら
の

「
登
山
史
」
を
語
っ
て
く
れ
た
。

そ
れ
は
、
岩
登
り
の
奥
深
さ
を

教
え
て
く
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

山
の
美
し
さ
と
素
晴
ら
し
さ
、

厳
し
さ
、
だ
か
ら
こ
そ
技
術
を

磨
き
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

て
立
ち
向
か
う
こ
と
の
大
切
さ

を
、
具
体
的
な
話
を
通
し
て
語

っ
て
く
れ
た
。
同
時
に
、
山
で

出
会
っ
た
人
々
の
人
間
的
な
魅

力
を
私
達
に
伝
え
て
く
れ
た
。

山
で
散
っ
た
若
い
命
の
こ
と
や

仲
間
の
死
に
涙
し
た
話
に
は
胸

を
打
た
れ
た
。
印
象
的
だ
っ
た

の
は
「
だ
れ
に
山
を
教
わ
る
か

と
い
う
こ
と
は
決
定
的
な
こ
と

で
あ
る
。
」
と
い
う
話
で
あ
る
。

う
な
ず
か
さ
れ
る
と
同
時
に
、

こ
の
登
山
学
校
に
入
っ
て
良
か

っ
た
と
、
改
め
て
思
っ
た
次
第

で
あ
る
。 

 

技
術
的
な
こ
と
で
は
、
地
形

ご
と
の
歩
行
方
法
が
た
め
に
な

っ
た
。
午
後
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

も
面
白
か
っ
た
。
結
び
方
一
つ

で
様
々
な
機
能
を
持
た
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
駆
使
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

だ
。
忘
れ
な
い
た
め
に
も
ち
ょ

く
ち
ょ
く
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
た
。 

 

第
一
回
目
の
講
座
で
用
意
す

る
よ
う
に
言
わ
れ
た
ス
リ
ン
グ

や
カ
ラ
ビ
ナ
の
使
い
方
も
教
え

て
も
ら
い
合
点
が
い
っ
た
。 

＊
実
習
（
第
二
日
目
） 

 
 

 
 

 
 

（
三
面
に
続
く
） 

   第１３９号   ２００８年 １０ 月 ６日（月）発行                埼  玉  労  山  （２）    

   

 
１１月２９日（雨天３０日）秩父「熊

倉山」にて講師の山本正嘉先生（鹿

児島県鹿屋体育大学）による『心拍

数実験登山』が北部ブロックとハイ

キング委員会の共催で行われます。

是非この機会にご参加下さい。  

お 知 ら せ ！ 

13 期第４回 

岩登り 

9 月 6～7 日 



（
二
面
よ
り
続
く
） 

日
和
田
山
は
晴
れ
。
杉
林
の
中

を
登
っ
て
い
く
と
忽
然
と
岩
壁

が
現
れ
た
。
す
で
に
ロ
ー
プ
が

岩
肌
に
伸
ば
さ
れ
登
っ
て
い
る

パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
っ
た
。
我
々

は
前
日
に
体
験
し
た
ロ
ー
プ
ワ

ー
ク
を
使
っ
て
女
岩
を
巻
く
よ

う
に
実
際
の
斜
面
を
登
り
下
り

し
た
。
細
か
い
指
示
や
注
意
が

講
師
陣
か
ら
出
さ
れ
、
机
上
学

習
の
内
容
が
実
際
に
身
に
付
い

た
。
続
い
て
ボ
ル
ダ
ー
で
岩
登

り
の
説
明
を
受
け
、
い
よ
い
よ

男
岩
を
登
る
。
３
本
の
ロ
ー
プ

が
懸
け
ら
れ
、
私
は
ま
ず
左
に

あ
る
ロ
ー
プ
か
ら
始
め
た
。
下

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
声
に
助

け
ら
れ
て
、
こ
わ
さ
も
忘
れ
無

事
登
る
こ
と
が
で
き
た
。
続
い

て
右
側
、
中
央
と
「
制
覇
？
」 

続
い
て
軽
部
さ
ん
は
西
面
の
ス

テ
ミ
ン
グ
と
い
う
ル
ー
ト
に
ロ

ー
プ
を
懸
け
て
く
れ
た
。
こ
の

ル
ー
ト
は
手
強
く
、
３
点
支
持

が
４
点
支
持
に
な
り
身
動
き
が

と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

結
局
、
駒
崎
さ
ん
の
テ
ン
シ
ョ

ン
を
も
ら
い
敗
退
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
手
本
を
見
せ
て
も

ら
う
と
自
分
も
登
れ
る
よ
う
な

気
に
な
る
が
、
そ
う
簡
単
な
も

の
で
は
な
い
。
そ
こ
の
左
右
に

は
、
さ
ら
に
難
し
そ
う
な
ル
ー

ト
が
あ
っ
た
。
こ
の
感
覚
を
忘

れ
な
い
う
ち
に
、
も
う
一
度
ス

テ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
私
は
す

で
に
岩
登
り
に
は
ま
り
つ
つ
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
講
座
の
た
め
に
用
具
を

用
意
し
た
り
、
先
遣
隊
と
な
っ

て
現
地
で
準
備
し
て
く
れ
た
り

し
て
参
加
者
の
安
全
と
実
習
の

成
果
を
保
障
し
て
く
だ
さ
っ
た

講
師
の
皆
さ
ん
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

岩
登
り
（
初
級
）
に
参
加
し

て 
わ
ら
び
山
の
会 

近
藤
健
一 

 
 

 
 

 
 

 

 

岩
登
り
は
、
初
め
て
の
経
験

で
す
。
九
月
六
日
の
机
上
で
の

「
身
体
の
動
き
」「
地
形
ご
と
の

歩
行
」
は
実
際
の
場
面
に
遭
遇

し
な
い
と
身
に
つ
か
な
い
と
思

い
ま
し
た
。 

 

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
な
か
な

か 面
白
か
っ
た
で
す
が
、
自
分
の

物
に
す
る
に
は
、
今
後
の
努
力

に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
一
日
も
早
く
物
に
し
た
い

で
す
ね
。 

 

い
よ
い
よ
七
日
の
実
技
、
九

時
三
十
分
日
和
田
ゲ
レ
ン
デ
に

到
着
。 

 

普
段
の
服
装
で
簡
易
ハ
ー
ネ

ス
を
取
り
付
け
女
岩
に
挑
戦
、

要
領
が
分
か
ら
な
い
も
の
で

｢

テ
ン
シ
ョ
ン
を
か
け
て｣

の
言

葉
で
、
思
い
切
り
か
け
た
ら
後

へ
ひ
っ
く
り
返
り
そ
う
に
な
り

危
険
を
感
じ
ま
し
た
。
で
も
二

回
目
に
は
、
要
領
を
得
て
順
調

に
出
来
ま
し
た
。 

 

ボ
ル
ダ
ー
で
の
練
習
は
、
時

間
も
な
か
っ
た
の
で
挑
戦
し
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

い
よ
い
よ
男
岩
へ
の
挑
戦
で

す
。
運
営
委
員
の
方
々
の
努
力

で
南
面
に
三
本
の
ロ
ー
プ
が
下

ろ
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
三
本
の

コ
ー
ス
と
も
登
り
、
合
計
で
六

本
登
り
ま
し
た
が
、
三
点
支
持

を
強
調
さ
れ
る
な
か
足
の
置
場
、

手
の
置
場
に
悩
み
ま
し
た
。
置

き
た
い
所
に
無
い
の
で
す
。
や

っ
て
は
い
け
な
い
リ
ン
ク
ボ
ル

ト
に
も
何
回
か
掴
み
ま
し
た
。

感
じ
た
こ
と
は
、
身
体
の
柔
軟

性
と
瞬
発
力
、
そ
れ
に
伴
う
脚

力
と
腕
力
の
必
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。
下
降
で
は
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
、
気
持
ち

は
軽
快
に
降
り
ら
れ
る
こ
と
か

な
ー
と
思
い
ま
し
た
。
最
後
は
、

西
面
に
降
ろ
し
て
貰
っ
た
ロ
ー

プ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
は
じ
め

は
見
た
だ
け
で
無
理
か
な
と
思

い
ま
し
た
。
高
さ
は
三
十
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
あ
り
ま
し
た
か
ね
。

中
段
以
後
、
二
回
の
休
憩
を
入

れ
て
も
ら
い
、
そ
れ
も
確
保
し

て
く
れ
た
、
駒
崎
事
務
局
長
が

全
力
で
ロ
ー
プ
を
引
い
て
く
れ

た
お
か
げ
で
登
る
事
が
出
来
ま

し
た
が
、
や
は
り
身
体
の
柔
軟

性
・
瞬
発
力
を
必
要
と
さ
れ
て

い
る
事
を
痛
感
し
ま
し
た
。
で

も
若
く
な
い
し
、
ど
う
自
分
の

年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い
楽
し
み
方

が
出
来
る
の
か
、
多
く
の
人
と

話
し
合
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
挑
戦

し
ま
す
。
総
論
と
し
て
、
山
歩

き
と
は
違
い
ス
ポ
ー
ツ
感
覚
を

堪
能
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

が
、
な
に
を
す
る
に
し
て
も
日

常
の
身
体
作
り
が
基
本
に
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。 
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   第１３９号   ２００８年 １０ 月 ６日（月）発行                 埼  玉  労  山  （３）   

安全登山講演会 講師の著書の販売 

「動物」は「うごくもの」である。動物は動くことによって生命活動を維持できる。

人も動物である。『百寿者になろう：運動・栄養・休養のトライアングル』ナップ は、身体運

動・栄養・休養のバランスで健康なからだをつくることを述べたもの。今回講演のテ

ーマと密接に関連している著書だ。 

定価１２００円（消費税別）を著者のご好意で２０％割引 

指の爪の伸びを測ると、約４ヶ月で入れ替わる。からだは食べた物で作られる。か

らだの大半の細胞は１年で入れ替わる。食材の栄養価を知りバランスのとれた食事を

することが大切だ。共著『大空真弓の健康格言：おばあちゃんに学ぶ暮らしの知恵』れんが

書房新社 は、大空さん（女優）が、おばあちゃんの健康格言の実践体験を書き、その

食生活と食材の栄養価、適切な摂取方法などを大野先生が解説している。 

定価１５００円（消費税別）を２０％割引 

先生の著書は、大変平明で読みやすくためになる。今回の講演の講師をお願いする

きっかけになったのも『百寿者になろう』を読んだからである。講演会当日会場で両

書を販売します。今回の参加者だけでなく多くの登山者に、この両書をお勧めしたい。

（矢崎） 

 

安全登山講演会  テーマ 「登山と健康」 講師  大野秀樹氏    主催 埼玉県勤労者山岳連盟 

日時  11 月 15 日（土）受付 13：30     開演  １４：００～１５：３０（質疑応答含め 16：00 終了） 

会場  浦和コミニティーセンター（JR 浦和駅東口 パルコ 10 階） 定員 90 名 受講料 ￥６００（当日集金します） 

  申込・問合せ先 埼玉労山事務局長 木阪康弘 

〒345-0024 北葛飾郡杉戸町堤根 2508-8  �/FAX 0480-33-7895  

メールアドレス kisaka-k.7@tbb.t-com.ne.jp    

会単位で FAX またはメールで申し込みください。定員に達し次第締め切り 

 

09 年労山カレンダー販売 

10 月 26 日（日）締切 

各会でまとめて県連事務局

まで FAX・E メールおよび郵

送で注文書を送りくださ

い。詳しくは各会事務局ま

で。 

11 月初旬に発送の予定。 
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編
集
後
記 

毎
月
第
一
週
の
週
末
は
機
関
紙

編
集
で
火
の
車
で
す
。
デ
ス
ク

の
前
は
資
料
と
吸
殻
の
山
盛
り

に
な
っ
た
灰
皿
。
ほ
と
ん
ど
一

日
中
座
り
っ
ぱ
な
し
で
腰
も
足

も
だ
る
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

毎
月
の
仕
事
と
は
い
え
本
業
以

上
に
疲
れ
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ･

･
･

一
人
で
は
き
つ
い
な
ー
。 

九
月
の
終
わ
り
に
埜
歩
歩
の

公
開
ハ
イ
キ
ン
グ
で
筑
波
山
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
、
紅

葉
と
は
い
か
な
か
っ
た
も
の
の

寒
気
団
の
影
響
で
結
構
冷
え
込

み
、
暑
が
り
の
僕
も
さ
す
が
に

長
袖
で
涼
し
い
山
歩
き
を
楽
し

ん
で
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
埼

玉
労
山
の
宣
伝
も
怠
り
ま
せ
ん

よ
！
こ
の
夏
に
事
故
の
多
か
っ

た
北
や
南
の
ア
ル
プ
ス
で
も
初

冠
雪
に
な
っ
た
と
か
。
高
山
も

あ
と
一
ヶ
月
で
冬
の
眠
り
に
つ

き
ま
す
。
今
年
行
け
な
か
っ
た

ア
ル
プ
ス
は
ま
た
来
年
に
な
っ

ち
ゃ
う
の
か
な
～
。
秋
の
登
山

は
天
候
と
温
度
に
は
注
意
し
て

無
理
の
無
い
計
画
で
行
き
ま
し

ょ
う
！
さ
て
来
月
号
は
救
助
隊

合
同
訓
練
、
関
東
Ｂ
自
然
保
護

交
流
集
会
、
登
山
学
校
‐
「
天

気
の
見
方
」
東
日
本
女
性
登
山

交
流
集
会
、
他
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
印
刷
・
発
行
は
十
日
（
月
）

で
す
。
担
当
の
方
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

ア
オ 

   第１３９号   ２００８年 １０ 月 ６日（月）発行                 埼  玉  労  山  （４）   

遭難防止・安全教育担当者会議 

11 月 15 日（土）  

会場 浦和コミセン 

（JR 浦和駅東口パルコ 10 階） 

受付午前 9：30  開会 午前 10：00～ 

議題・内容  ヒヤリハット継続審議 

各会の担当者の方は出席をお願いします。 

遭難防止・安全教育よりお願い！ 

埼玉県連・遭難防止・安全教育委員会では山行中でのヒヤリ・ハットの体験事例を募集しております。 

11 月 15 日（土）に遭難防止・安全教育委員担当者会議が開催されますが 

体験事例をもとに遭難事故の防止及び安全教育について討議したいと思います。 

各会に書式が配布されていると思いますが、それに書き込んでメ－ル又はファクスにて下記に送付願えれば助

かります。 

尚、書式がない会には送りますので請求願います。 

又、各会の遭難防止・安全教育委員担当者には一件でもヒヤリ・ハットの体験事例を集約願います。 

（送付先） 

メ－ル：ote@mrg.biglobe.ne.jp  ファクス：048-957-8767  

                担当理事：尾手まで 

遭難防止・安全教育担当理事：若木、徳重、長谷川、尾手 

 

♪みんなの歌♭   

山のロザリア  

ロシア民謡 音羽 たかし 訳詞 

 

1) 山の乙女 ロザリア  一人淋しき 山小屋の 貧しきその身は ひとすじに 愛の真(まこと)を 

   すずらん香る 山かげの 谷間に春の 訪なわば 哀れ小さきその胸に 恋の花開く 

 

(2) 清き夏の 朝(あした)に 山に傷つく 若者の 永遠(とわ)の眠りに つけるをば 風は伝えぬ 

   乙女の想い 星は知る 今宵山の頂きに  青く優しく輝きて そっといたわる  

 

(3) 哀れ山の ロザリア 雪と氷の 奥深く  恋せし者の 後を追う 

   春に背きて  逝ける乙女の 胸の内 

   すずらん知るや知らずや  今も五月の山肌に輝きて  真白きその花を 

 

 

パルコ 

１０階 

午前に開かれる「遭難

防止・安全教育担当者

会議」、及び午後の埼

玉労山主催「安全登山

講演会」の会場はとも

に JR 浦和駅東口（徒

歩 1 分）パルコ 10 階

の浦和コミュティー

センターです。 


